
【修⼠課程】環境マテリアル専攻 
◎は必修、〇は選択

必

・

選 前期 後期 前期 後期

環境物理化学特論 2 ○ ○ 修了要件

環境有機化学特論 2 ○ ○

環境無機化学特論 2 ○ ○

環境分析学特論 2 ○ ○

大気環境学特論 2 ○ ○

分光学特論 2 ○ ○

機能性分子特論 2 ○ ○

クリーンエネルギー特論 2 ○ ○

環境共生学特論 2 ○ ○

生物間相互作用学特論 2 ○ ○

植物環境生理学特論 2 ○ ○

植物代謝機能学特論 2 ○ ○

環境野生動物学特論 2 ○ ○

保全遺伝学特論 2 ○ ○

物質循環生態学特論 2 ○ ○

水圏環境生態学特論 2 ○ ○

環境生態学特論 2 ○ ○

人類学特論 2 ○ ○

環境マテリアル輪講第一 2 ◎ ○

環境マテリアル輪講第二 2 ◎ ○

環境マテリアル輪講第三 2 ◎ ○

環境マテリアル輪講第四 2 ◎ ○

環境マテリアル特別実験第一 4 ◎ ○ ○

環境マテリアル特別実験第二 4 ◎ ○ ○

分野 授業科目の名称

単
位
数

毎週授業時間数

１年次 ２年次 備考

環境科学

修士課程に2年以上
在学し、所定の授業
科目30単位（必修
単位16単位を含
む）以上を修得し、
修士論文の審査及び
最終試験に合格する
こと。環境機能

材料

自然環境

共通
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